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御
相
談
の
件
と
第
一
曰
の
討
議
相
談
含
出
席
者
氏
名
糀
醸
率
轆
法
令
規
則
の
塾
傭
せ
る
今
日
の
學
校
教
育
は
い
法
令
の
定
む
る
所
、
規
則
の
示
す
所
に
従
っ
て
か
適
當
に
善
虚
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
學
制
改
革
直
後
の
事
で
も
あ
り
、
且
は
又
、
高
等
中
學
校
な
る
も
の
シ
創
始
に
際
し
て
は
、
之
を
經
駿
に
徴
し
、
文
職
に
準
ろ
の
で
な
く
し
て
、
凡
て
が
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
是
に
於
て
か
本
校
は
、
生
徒
入
學
に
開
す
る
諸
件
や
學
科
程
度
等
を
同
一
に
し
、
又
將
來
気
脈
相
通
か
る
の
便
を
計
る
爲
、
九
州
各
縣
の
尋
常
中
學
校
長
・
各
縣
學
務
員
及
び
（
本
校
は
將
來
地
方
税
に
關
係
を
有
す
ろ
も
の
な
れ
ば
、
最
初
よ
り
）
縣
會
常
置
委
員
も
、
相
與
に
會
合
し
て
諸
事
を
評
議
す
べ
き
こ
と
を
、
各
縣
知
事
に
謀
り
、
直
に
そ
の
同
意
を
得
た
の
で
、
二
十
年
八
月
八
日
午
前
八
時
よ
り
、
櫻
井
町
の
暇
事
務
所
の
階
上
に
於
て
、
熊
本
縣
薔
學
校
長
熊
谷
省
三
、
同
附
属
病
院
長
大
谷
周
応
。
熊
本
縣
脇
小
野
正
鱒
、
同
藤
崎
熊
雄
、
同
常
置
委
員
原
田
隆
道
、
同
嘉
悦
信
之
、
同
白
マ
マ
。
木
爲
直
Ｄ
阪
本
淳
職
、
同
小
崎
義
明
、
同
紫
藤
寛
治
、
同
村
上
一
郎
。
大
分
縣
尋
常
師
範
學
校
長
鎌
田
榮
士
ロ
、
同
屡
柴
田
重
英
。
佐
賀
縣
尋
常
中
學
校
長
原
口
元
照
、
同
馬
野
川
答
太
郎
、
同
常
置
委
員
永
田
佐
次
郎
、
同
牛
島
秀
一
郎
。
幅
岡
縣
尋
常
中
學
校
長
安
田
彌
藏
、
同
修
猷
館
長
隈
本
有
尚
、
同
縣
屡
川
江
種
信
、
同
柳
川
橘
蔭
學
館
教
員
小
幡
三
郎
、
同
豊
津
尋
常
中
學
校
教
員
島
田
省
一
、
同
常
置
委
員
立
花
親
信
。
長
崎
縣
尋
常
師
範
學
校
長
小
山
健
三
、
同
尋
常
中
學
校
長
猪
飼
臓
次
郎
、
同
縣
囲
吉
谷
龍
夫
、
同
常
置
委
員
（
議
長
）
志
波
三
九
郎
、
同
朝
長
伍
三
（
記
録
順
）
の
諸
氏
の
参
集
を
得
て
、
相
談
會
を
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
、
學
校
よ
り
褐
出
せ
る
「
御
相
談
ノ
件
Ｌ
な
る
も
の
が
存
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
｜
、
第
五
高
等
中
學
校
學
科
程
度
及
教
科
用
書
ハ
務
メ
テ
第
一
高
等
中
學
校
卜
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
ス
故
一
一
當
校
屋
域
内
尋
常
中
學
校
第
三
年
級
以
上
モ
亦
杁
當
校
豫
科
學
科
ノ
程
度
及
教
科
用
書
等
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ハ
將
來
各
尋
常
中
學
ヨ
リ
當
校
へ
無
試
駿
一
一
一
フ
卿
學
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
へ
シ
依
テ
漸
次
其
運
一
一
相
成
候
様
致
度
右
資
地
上
ノ
御
意
見
如
何
第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
筏
の
創
立
四
七
鳴
呼
、
恩
へ
は
多
年
⑰
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
に
來
ｂ
墨
く
る
者
に
し
て
、
執
か
胸
中
無
限
の
光
榮
と
感
激
と
を
有
し
な
か
っ
た
人
が
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
光
榮
感
激
こ
そ
、
無
形
の
校
風
と
も
な
り
，
校
規
と
も
な
っ
て
、
後
進
を
鞍
燵
し
誘
披
し
つ
夢
あ
る
で
は
な
い
か
。
國
大
に
し
て
賢
材
多
き
が
如
く
、
校
廣
く
し
て
人
物
の
叢
出
せ
る
、
亦
宜
な
ら
か
や
で
あ
る
。
幅
を
味
っ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
第
一
率
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立
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第
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可
南葹の頃年四治明
四
六
高
も
三
高
も
心
後
年
新
設
の
大
學
の
爲
仁
校
域
を
奪
は
私
一
高
も
新
向
陵
駒
場
へ
の
移
輔
を
餘
鱗
な
く
せ
ら
れ
、
四
高
は
醤
鵠
依
然
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
校
に
比
し
て
地
域
も
其
の
半
に
達
せ
ず
、
加
ふ
る
に
市
井
の
熱
閖
を
卿
つ
の
餘
ｂ
、
新
築
移
稗
の
噂
さ
へ
あ
る
の
に
、
濁
り
吾
校
の
み
は
、
何
等
の
不
自
由
も
な
く
、
又
些
の
懸
念
も
な
く
、
白
川
の
流
と
共
に
長
へ
に
、
朝
に
は
阿
蘇
の
噴
煙
を
望
み
、
夕
に
は
金
峰
の
斜
陽
を
仰
ぎ
つ
つ
、
青
春
の
一
一
一
年
を
夢
の
間
に
逢
り
り
迎
へ
る
の
幸
相談會第
二日の情
・
況
○本科ヲ拾五圓豫科ヲ恰圓トシ食料ハ試圓位ト定メクシ
○中學一一テハ一一一拾銭乃至五拾銭ナルーー同程度ノ豫科一一於テ高キハ椛衡ヲ矢ス
○本科豫科同様一一シタシ（厘別スル時ハ本科一一ハ入ラズシテ退學スル者モ生ズペシ）授業料食料トモ五回ト定
メグシ（授業料萱圓、食料試圓五拾銭、書籍代五拾銭、雑費萱圓）
以上の如き意見が出たが、徴收期は毎月とすることに満場一致したのである。
一、當校第一同ノ生徒募集ハ何級何人ト限ラズ軍一一八十人トシ入學ノ上實力一一應ジ各組二編成ノ見込ナリ右八
十人一一テハ入墨希望者二對シ多寡如何
右に對しては、豫め人數を定めか、試験の上にて決定すべし、との説に賛成者多数であった。
一、這同ノ募集生一一限り入學試験一一一科若クハーー科ノ成績不充分ナルモ他科ノ成績充分ナルモノハー時試験生
トシテ暇入學ヲ許シ其短所ヲ追修セシムベキ見込ナリ各尋常中學校一一於テハ御差支ナキヤ
策一章．九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
四
九
右に對する意見としては、
○本科落第者入學ノ爲一一永久一一尋常五年位ノ學科課程ヲ－學期置クペシ（｜學期）同意者十一一名
○一一ケ年間一一シテ四年五年生ヲ入學セシメ女年ニハ五年丈ヲ許入試全應ト共一一廃止ス（一一學期）同意者十一一一名
○初年一一ハ一一一四五年ヲ女年一一ハ四五年ヲ末年一一ハ五年ノミトシ入試全歴ト共一一慶止ス（一一一學期）同意者二名
之を以て第一日を了ｂ、翌九日午前八時より再開せられた。
「授業料ハ到底第一高等中學校ト同ジクーヶ年本科ハ散袷圓、豫科ハ拾五回ノ額ヲ徴收スベキモノトスレド
モ當校ハ創設ノ際ナレパ當分土地ノ情況ヲ酔酌シ其額ヲ定メントス几ソ幾許一一テ可ナルャ御見込如何
以上議論の末、
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
四八
但本文教科用書中得失判然シ第一高等中學校一一徴上靴キモノハ狸テ本文一一泥マス善良ナルモノヲ用ヰルモ
各尋常中學校ト當校ト彼是差違ナキヲ希望ス
右に對しては、次の如き意見が陳べられてゐる。
○豫科學科ヲ設置スルハ弊害ナル議同意者二名
尋常中學卒業資格ノ債値ヲ失上漸次衰頽ノ蓮一一至ラシム
卒業生一一シテ落第セシ者モ豫科一一入學出来ルトセバ生徒ノ奮發心ヲ阻害ス
○各高等中學ヲ通シテ医域外ノ者ハ倍額一一シタシ（原案ノ額一一テ）
○食料ハ月萱圓五拾銭以上武圓五拾銭以下トシ授業料ハ第一ト同様一一シクシ
○元案ハ月額一一端数ヲ生ズレバ本科ハ壷圓五拾銭豫科ハ月萱圓年拾試圓トシ食料ハ差當リ登圓八拾銭位一一シダ
○豫科ヲ設置スルノ護
シ 卒業生ヲシテ進退二迷ハシムルヲ以テ豫科一一入墨セシメ本科一一進ムノ準備ヲナサシム
第五高等中學ノ學科程度判然セザレパ生徒ヲシテ入墨ノ途一一迷ハシムルコトァラム
但徴收期ハ年一一何回トスベキャ又毎月トスベキャ納付ノ便如何
相談會第
三日の情
況
校建築費ハ既二熊本縣會ノ議定スル所トナリ人員凡四五百人ヲ容ルペキ寄宿舎ハ勿論其人員ヲ教授モヘキ壯
麗ナル校舎建築二對シテハ寸分ノ愛ナシ卜雌モ前顯器械費ノ供給方法ハ如何一一シテ可ナル乎尤モ苦慮スル所
若シ彌久此準備ヲ得ザレパ子弟教養ノ成績二於テ不完全ヲ見ルハ理ノ莞レザル所ナリ然ルーー當校一一贄ツル園
庫費ハ本年度一一於テ僅一一一萬圓一一シテ此末多少ノ増額アルモ教品給料等ノ常費二賞ツル一一週ギストノ見込ナ
リ就テハ右器械費ハ高等中學校費支辨法二擦り年々之ヲ徴收スルカ若クハー時有志ノ寄附ヲ希望セザルヲ得
ズト思考ス之二就テ御明案ナキヤ如何
右に對しては、本案寄附のことには見込なく，必ず勅令によらねばならぬとの義にて、別に異議も出でなかった
らしい。かくして第一一日を了ｂ、第一一一日は十日午前九時開會、出席者二十三八でｐ會員中よりの發議に係る定期
會の件に就いて協議する所があったが、九州各縣各尋常中畢校長教員及び之に準する學校長教員の會合は、高等
中學校に入學する者の篤に、學科程度を同一にする諸協議上便利なれば、毎年一回、熊本に於て會議を開くこと
輯することに相談纏まり、十時二十分を以て、この意義深き第一同の相談會を了ったのである。
因みにこの會合の際、學校側は口頭を以て、
一、當校建築所ノ義ハ永遠二傳ハルモノナレバ充分撰パザルヲ得ズ故二右見込ノ地所ハ数ヶ所有之一一付一應御
一、本科各科目教授ノ準備ヲ念グト雄創設ノ際ナレパ同一一一完備ヲ期シ難シ因テ地方希望者ノ最モ多キ科目ヲ
先一一シ其準備二着手セントス法嘗工文理ノ中執レガ最モ望ミ多キャ
右に對して、大分縣は理・文・工・法・醤の順、佐賀縣は法・工・醤・文・理の順、熊本縣は法・文・醤・理・
工の順、輻岡縣は法・工・醤・理・文の順、長崎縣は醤・理・法・工・文の順であったが、これは現下の好尚な
れば、なほ將來の誘導には何を先にすべきか、の質問に對して、幅岡は理科、大分は工・理の二科、熊本は理科、
長崎は理・工の二科、佐賀は理・工の二科であった。かくの如く各縣に於てその希望を異にするは如何、其の障
害となるものは如何、との質問に對しては、衣食の道に窮する爲に速成を欲すと答へた者、父兄教養の遺傳と答
へた者、易に付くの小成をかたち作ると答へた者があった。更に學校側はｂ以上の理由にて、今岡準備の鮎に於
ては、執れを先にすべきか、の問を發したが、それに對して、醤ｏ工・理を先にすべしと説く者士一一名、法・文
を先にすべしと説く者六名であった。
一、勅令第十五號第三條二擦り高等中學校本科卒業ノ上履修スペキ分科ヲ要スペキヤ若シ之ヲ要ストセパ地方
ノ情況一一於テ法・薔・工・文・理ノ各科及農業・商業ノ中執レヲ必要トスペキ乎御見込如何
右に對しては、分科を置かずと説く者一人、瞥科を置くとする者十八名、法・文・農の三科を置くとする者一
人、農の一科を置くとする者一人であった。
一、第一高等中學校ノ實況二擦レバ理化學器械等ノ準備費用凡ソ四五萬圓ナラデハ完備シ難シト思考ス抑モ本
第一章九州匡於ける最高學府第五高等中學校の創立
右に對しては滿場原案に賛成。
一・募集生徒ハ尋常中學一一在學スルト否トー一拘ハラズ志願者ノ範園ヲ定メザル見込
一、八月二日高等中學経費支辨ノ方法公布相成候趣二付一雨日中ニハ官報来着スペクト存候二付右一一對シ御相
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
五一
駛見御評判ヲ願ヒグシ
『
募
集
生
徒
ハ
尋
常
中
里
！
Ｉ 五○
幾育倉組
織の提唱
書學中第
一科學一
露数校高
表科の筆
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
五一一
談等致スペク義モ可有之ト存候間此趣御含置之様願度
「英語ヲ學バザルモ澗逸語ノ出來得ルモノハ他生徒同様試験ヲ途ゲ入學ノ後チ英語ヲ追修セシムル兄込ナリ
ー、或ル所ニテ尋常中學第一一年ノ學科ヲ履修セシ生徒一一接シ談話ナセシニ十二六七ハ互二言語ノ通セザル事ア
リ共人ハ随分怜荊ナル様一一見受タレドモ言語ノ通セザルーーハ顔ル困却セリ因テ其生徒一一質セシニ學校一一於テ
殊更一一言語ヲ可否セラル、事ハナシト云ヘリ富高等中學校一一鱒ズペキ生徒ハ勿論尋常中學二於テモ言語ハ普
通ノ事ヲ理解セザレパ教授上困難而已ナラズ他日實地一一運用スルトキ差支多カルペシ
ー、散禮法ヲ同一一一致シクシ
など、學校の希望と意の在る所とを示したる後、餘談として、
一、高等中畢生徒及各尋常中學校生徒兵式霞操一一熟シ武兵仕込ノ賞カヲ得ルー一至レバ民間一一於テ十五年乃至一一
十年ノ有志者ヲ以テ私立艦育會ヲ組織シ凡ソ一週一度位右會員司蟹校一一集〆教員生徒相協力シテ兵式鵠操ヲ
教授セバ學校一一入ラザル子弟モ漸次身鵠ヲ握壯ナラシメ萬般一一對シ利盆僅少ナラズト信ズ幸二御同感ナラパ
互一一此會ノ創設ヲ各地二見ルノ霊力致度（已上原文）
と述べてゐるが、如何にも鵠育を以て世に聞えた野村校長らしい希望である。而してその時示された諸参考資料
を掲げて見れば左の通りである。
盛
語
及
弟
一
例
而
飼
［
語
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
一が 第一高等中學校（豫科）墨科及教科書一覧表
凶
十
十
土
日
＊
圦
自
町
議
庵
大
文
法
書
武
功
末
一
な
主
芽
匹
。
■■
傳
抄
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